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どんなに冬が寒くても、春
は必ず訪れる。自然の生命
力に感動！（万葉の岬にて）

平成21年度施政方針・予算概要
◆市政ニュース
◆まちのできごと
◆安全と安心の窓・西播磨県民局だより
◆JOHOU！（総合情報案内）
◆あいおいえんじぇるず　ほか
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『元気で安心して暮らせる『元気で安心して暮らせる
　　豊かなふるさとづくり』に向けて　　豊かなふるさとづくり』に向けて

施政方針施政方針

『元気で安心して暮らせる
　　豊かなふるさとづくり』に向けて
『元気で安心して暮らせる
　　豊かなふるさとづくり』に向けて

施政方針施政方針
特集　平成21年度施政方針・予算概要

日本経済は昨年９月のリーマン・ショック時点の予想を大幅に

超えて、危機的な勢いで落ち込んでいます。これにより、今後の

雇用情勢は戦後最悪になると予想されます。

私は、このような非常事態を真っ向からとらえ、行財政の健全

化と市民生活の安定とのバランスをとりながら、「日はまた昇る」

ことを信じ、厳しい状況を克服していく覚悟です。皆さんのご理

解とご協力を心からお願い申し上げます。

なお、施政方針でお示しした事業のうち、代表的なものはつぎ

のとおりです。施政方針を演説する谷口芳紀市長

すこやかに暮らせる、心かようまちづくりすこやかに暮らせる、心かようまちづくりすこやかに暮らせる、心かようまちづくりすこやかに暮らせる、心かようまちづくり
乳幼児等医療費助成事業
　平成19年４月に、義務教育就学前の乳幼児等については医療費の自己負担分を無料化
していますが、子育て家庭の経済的負担や不安を更に軽減し、少子化対策の推進を図るた
めに、平成21年４月から無料化を小学校３年生の就学児まで拡大します。

730
万円

2,079
万円

130
万円

100
万円

愛着と生きがいを育むまちづくり愛着と生きがいを育むまちづくり愛着と生きがいを育むまちづくり愛着と生きがいを育むまちづくり
「相生っ子幸せカルタ」創作事業
　就学前園児から小学校低学年（１～３年生）に正しい生活習慣や道徳性などを育成す
るため、しつけなどの標語やイラストを市民に公募し、相生市独自の手作りカルタを作
成します。

救急医療情報キット配付事業≪ふるさと寄附≫
　一人暮らしの高齢者の方などのうち希望する方に、かかり付け
医や持病などの医療情報、緊急連絡先、保険証の写しを冷蔵庫で
保管できる、救急医療情報キット（右写真）を無料配付します。

妊婦健康診査費補助事業
　妊婦が安全で安心して出産できるように妊婦健康診査費の助
成を拡大します。今まで妊婦１人あたり６回（３万円限度）の助成
が14回（９万８千円限度）になります。

【その他主な事業】あいあい夏期チャレンジクラブ事業、赤ちゃんの駅事業など 救急医療情報キット
（ラベルは案）



環境にやさしい、うるおいのあるまちづくり環境にやさしい、うるおいのあるまちづくり環境にやさしい、うるおいのあるまちづくり環境にやさしい、うるおいのあるまちづくり
エコ緑化プロジェクト事業≪ふるさと寄附≫
　各小学校校舎の壁面緑化と矢野小学校運動場の芝生化を児童と地域住民の皆さんが一
体となって植え付けや管理を行い、地球温暖化防止への取り組みを推進します。

学校施設耐震補強事業
　安全で安心な学校づくりを推進するため、那波・青葉台・矢野小学
校の各体育館及び双葉中学校南校舎の耐震補強工事を実施します。

1億
7,800
万円

100
万円

320
万円

50
万円

50
万円

504
万円

300
万円

にぎわいと活気のあるまちづくりにぎわいと活気のあるまちづくりにぎわいと活気のあるまちづくりにぎわいと活気のあるまちづくり

　地産地消を原点に相生の特産品などを活かした
四季折々の相生名物の料理を創出するために、市
民の皆さまに料理を募集し商品化を図ります。

環境教育推進事業≪ふるさと寄附≫

相生名物創出事業

快適で魅力のあるまちづくり快適で魅力のあるまちづくり快適で魅力のあるまちづくり快適で魅力のあるまちづくり

　人口減少を抑制し、若者の定住促進と地域の活性化を図るため月額１万円を５年間、
総額60万円を支給します。対象者は、市内に５年以上定住する意思を持ち、40歳未満の
夫婦または単身者で子どもを養育していて、事業期間内にご自分の居住用住宅を新築
または新築住宅を購入し、所有割合が５割以上の方となります。

若者定住促進奨励金支給事業

　平成11年から中断していた中学生ペーロンを、市内中学校１年生を対象に実施しま
す。相生市の伝統文化であるペーロンの体験乗船や、クラス対抗ペーロン競漕を通じて、
ふるさとを愛する心を育んでもらうことを目的に実施します。

中学生ペーロン推進事業≪ふるさと寄附≫

　収集したガラス瓶などを材料として、吹きガラスなどによりコップやアクセサリーを
作ります。将来的に循環型社会の構築に向けた地域活動としての定着を目指します。

【その他主な事業】AED導入事業、わくわく学力アップ事業、
　　　　　　　　げんキッズ・チャレンジウォーク事業など

【その他主な事業】美化センターごみ焼却炉耐火材補修工事、バイオディーゼル燃料活用システムづくりなど

【その他主な事業】相生ペーロン祭、羅漢の里もみじまつり、消費者相談窓口を設け苦情の受付など

【その他主な事業】相生駅南土地区画整理事業、池之内・那波野土地区画整理事業計画の検討など

その他の主要事業その他の主要事業その他の主要事業その他の主要事業

　市役所の１か所だけで実施していた期日前投票所を今
年度実施予定の兵庫県知事選挙から市内数か所に、期間限
定で設置します。

期日前投票所増設事業

※事業名の後に記載している≪ふるさと寄附≫は、その事業をふるさと応援寄附の積み立て金を活用した事業です。

2009.４月3

耐震改修を行った双中体育館

ペーロン船体験乗船の様子

期日前投票所の風景
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予算概要

平成21年度相生市予算概要相生市予算概要相生市予算概要
行財政の健全化と市民生活の安定
　　とのバランスを重視した予算の編成

　相生市の一般会計予算は、
７年連続のマイナスらしい
ね。私達の生活が不便になっ
たりしないのかなぁ？

　ご安心ください。学校の耐震化、乳
幼児の医療費助成、妊婦健康診査費
用補助の拡大などサービスは充実し
ています。まずは、全体の予算配分を
ご覧ください。

全会計の予算配分はつぎのとおりです。

一般会計の歳出がどのような目的に使われるのでしょう。

会　計　名

一　般　会　計

病院事業会計

合　　　　　計

国民健康保険

老人保健医療

公共下水道事業

看護専門学校

農業集落排水事業

介護保険

後期高齢者医療保険

　　小　　　計

115億8,000万円

37億7,700万円

1,232万円

34億6,660万円

1億3,495万円

4億90万円

20億9,770万円

3億9,310万円

102億8,257万円

7億170万円

225億6,427万円

△2.4％

3.7％

△97.5％

21.7％

2.2％

△0.4％

0.2％

△2.4％

2.7％

△11.3％

△0.5％

平成21年度

予　　算　　額 前年度比

予算総額

一般会計予算　歳出（目的別） 単位（千円）

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

　一般会計においては昨年度より総額で
2.4％減少しています。これは、過去の借入
金である市債の支払いや特別会計への繰出
金、人件費などが大きく減少したもので、市
民生活に関わる福祉関係経費や学校の耐震
化経費は昨年度に比べ、増加しています。

　相生市が最もお金を使っているのが健
康や福祉など市民生活に関係する経費の
民生費で、全体の約４分の１を占めます。
　次に多いのが過去の借入金の支払いを
行う公債費。そして、道路や河川などの
整備や補修を行う土木費の占める割合が
高くなっています。

30,000
（百万円）

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0
H17 H18 H19 H20 H21

（百万円）

H17 H18 H19 H20 H21

予算総額（全・一般）会計の推移

民生費
2,840,951

衛生費
961,891

総務費
1,681,112

公債費
1,889,544

議会費
171,186

労働費
101,358農林水産業費

468,792

商工費
66,951

土木費
1,879,855

教育費
1,139,374

消防費
350,131

予備費 10,000諸支出費 18,855

　一般会計

　合　　計

13,540

26,229

12,580

25,412

12,120

25,452

11,870

22,677

11,580

22,564



一般会計の歳入は、どのような割合になっているのでしょう。

財政調整基金と市債現在高の推移を見てみましょう。

市民一人当たりの使い道

一般会計予算　歳入
　歳入では、市税が全体の４割を占めて
いますが、昨年度に比べ約１億1千万円の
減少が見込まれます。次に地方交付税が
約４分の１を占めます。
　また、市の貯金にあたる各種基金から
約７億円の繰り入れを行い、歳出との収
支のバランスをとっているのが現状です。

　では、予算額を身近に感じていただくた
め、歳出の項目を馴染みのある言葉に代え、
金額も市民一人当たりに換算して表示しま
した（平成21年１月31日現在の住民基本台
帳人口31,963人をベースに算出）。その結
果、市民一人当たり予算額は約36万円とな
りました。

　相生市は貯金の取り崩し
をして、今の残金はどのくら
いになっているの？
　それから、過去の借入金の
返済状況はこれからどのよ
うになるの？

市税
4,632,901

地方交付税
3,080,000 地方譲与税

115,500

市債
652,600

分担金及び
負担金
96,210

使用料及び
手数料
261,083

国庫支出金
708,944

県支出金
550,608

繰入金
702,298

地方消費税交付金
270,000

その他 235,537

諸収入 274,319

2,000

1,600

1,200

800

400

0

（百万円）
1,8511,851

1,6021,602
1,4431,443

1,0481,048

H17 H18 H19 H20 H21 10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000
（百万円）

H17 H18 H19 H20 H21

財政調整基金年度末現在高 市債残高の推移

　上のグラフは、一般家庭に例えると貯金にあたる財政調整基金の残高の推移と、借入金にあたる
市債の残高推移です。財政調整基金の残高は昨今の社会経済情勢を反映し減少しています。また、市
債の残高もこれまでの借入の抑制で大きく減少しています。財政の硬直化を来たさないように、こ
れからも財政の健全化を着実に図りながら、効率的な事業を行っていきます。

行政の運営
54,459円

福祉
84,296円

道路・市街地整備
71,050円

健康
15,355円

議会の運営 5,356円

安全・安心
11,823円

学校教育 22,782円
社会教育 4,013円 

スポーツ・文化 6,730円

環境の保全 17,502円

産業振興 6,312円

市民生活の安定
3,186円

予備費 313円

借入金の返済
59,117円

17,49317,493
16,65416,654

15,45215,452
14,50214,502

17,99717,9971,7541,754

単位（千円）

2009.４月5



62009.４月

▼
申
請
方
法

市
か
ら
３
月
23
日（
月
）

に
送
付
し
ま
し
た
申
請
書
を
定
額
給

付
金
は
、
郵
送
、
ま
た
は
受
付
窓
口

に
提
出
。
子
育
て
応
援
特
別
手
当
は
、

原
則
、
受
付
窓
口
に
提
出

※
添
付
資
料
と
し
て
、
通
帳
の
写
し

が
必
要
で
す
。

▼
受
付
期
間

９
月
24
日（
木
）ま
で

（
６
か
月
間
）

▼
給
付
方
法

原
則
、
口
座（
世
帯
主

口
座
）振
込
に
よ
る
給
付（
た
だ
し
、

振
込
口
座
が
な
い
場
合
な
ど
口
座
振

込
が
困
難
で
あ
る
場
合
の
み
窓
口
で

の
現
金
給
付
と
な
り
ま
す
）

※
現
金
給
付
は
、
５
月
21
日（
木
）以

降
窓
口
で
の
給
付
と
な
り
ま
す
。

▼
申
請
受
付
場
所

定
額
給
付
金

●
受
付
場
所

市
民
会
館
３
階
特
別

会
議
室

●
受
付
日
時

５
月
20
日（
水
）ま
で

９
時
〜
17
時

※
４
月
19
日
（
日
）
ま
で
は
、

土
・
日
曜
日
も
開
設
し
て
い
ま
す
。

４
月
20
日
（
月
）
以
降
は
、
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

※
４
月
28
日（
火
）は
市
民
会
館
休
館

の
た
め
、
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
。

※
５
月
21
日（
木
）以
降
は
、
市
役
所

総
務
課
で
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分

ま
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

●
出
張
会
場
・
受
付
日
時

子
育
て
応
援
特
別
手
当

●
受
付
場
所
・
受
付
日
時

総
合
福

祉
会
館
１
階
子
育
て
支
援
室
　
８
時

30
分
〜
17
時
15
分（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

●
出
張
会
場
・
受
付
日
時

定
額
給

付
金
出
張
会
場
と
同
じ

個
人
消
費
の
拡
大
に
よ
る
地
域
商

業
の
活
性
化
と
市
民
の
暮
ら
し
を
支

援
す
る
た
め
に
１
万
２
０
０
０
円
分

の
商
品
券
を
１
万
円
で
購
入
で
き
る

プ
レ
ミ
ア
ム
の
付
い
た「
相
生
市
民

元
気
ア
ッ
プ
商
品
券
」を
第
１
期
、

第
２
期
に
分
け
て
発
売
し
ま
す
。

た
だ
し
、第
１
期
に
つ
い
て
は
広
報

紙
裏
面
の
購
入
引
換
券
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
折
込
み
チ
ラ
シ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

▼
発
売
期
間
　
第
１
期

４
月
19
日

（
日
）〜
25
日（
土
）
第
２
期

４
月

27
日（
月
）〜
５
月
１
日（
金
）

▼
発
売
場
所

相
生
市
役
所（
19
日

（
日
）の
み
）・
矢

野
公
民
館（
19

日（
日
）の
み
）・

ほ
ん
ま
ち
商
店

街
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー（
19

日（
日
）〜
）・
相

生
商
工
会
議
所

（
20
日（
月
）〜
）

「
定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別

手
当
」を
装
っ
た
振
り
込
め
詐
欺
に

注
意
を
！

・
市
や
県
、
総
務
省
か
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ（
銀

行
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現
金
自
動
預

け
払
機
）の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と

は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん

・
市
や
県
、
総
務
省
か
ら
世
帯
構
成

や
銀
行
口
座
の
番
号
な
ど
個
人
情
報

を
電
話
で
照
会
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
郵
送
に
よ
る
申
請

で
、
口
座
番
号
の
記
載
も
れ
や
通
帳

の
写
し
の
添
付
が
な
い
場
合
は
、
電

話
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
通
帳
の
写
し

な
ど
の
送
付
を
お
願
い
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す（
送
付
の
依
頼
で
あ
っ
て
、

口
座
番
号
な
ど
を
お
聞
き
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
定
額
給
付
金
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
総
務
課
定
額
給
付
金
担
当
、

子
育
て
応
援
特
別
手
当
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
、
子
育
て
支
援
室
へ
。

「
相
生
市
民
元
気
ア
ッ
プ
商
品
券
」を
発
売
し
ま
す

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係（

７
１
３
３
　

７
１
６
０
）

相
生
商
工
会
議
所（

１
２
３
４
　

２
２
９
０
）

22

22

23

23

広報

定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別
手
当
支
給
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す

総
務
課
総
務
係（

３
０
５
０
　

６
４
３
９
）

子
育
て
支
援
室（

７
１
７
５
　

４
５
９
６
）

23

22

22

24

広報

受付日時

４月14日（火）
9時30分～16時

４月16日（木）
9時30分～16時

４月21日（火）
9時30分～16時

４月22日（水）
9時30分～16時

４月28日（火）
9時30分～16時

会　場

若狭野多目的
研修センタ－

西 部 公 民 館

東 部 公 民 館

生きがい交流
セ ン タ －

陸 公 民 館
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市
民
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
民
病
院（

７
１
２
６
　

０
３
５
５
）

22

22

病院
専
門
外
来
の
お
知
ら
せ

市
民
病
院
で
は
、
乳
腺
疾
患
、
こ

う
門（
痔
）疾
患
の
外
来
診
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。

▼
こ
う
門
疾
患
外
来

「
患
者
さ
ん
に
負
担
の
少
な
い
や
さ
し

い
痔
治
療
を
実
践
」

こ
う
門
疾
患
、
痔
の
す
べ
て
に
対

応
し
た
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

痔
の
手
術
も
ジ
オ
ン
注
治
療
に
よ

り
短
時
間
で
行
っ
て
お
り
、
施
行
後

の
痛
み
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
一
度
ご
相
談
、
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
乳
腺
外
来
　
毎
週
水
曜
日
午
前
中

「
乳
が
ん
は
ま
だ
ま
だ
他
人
事
と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
」

乳
が
ん
だ
け
で
な
く
乳
腺
疾
患
の

す
べ
て
に
幅
広
く
対
応
し
た
診
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。

専
門
家
の
少
な
い
こ
の
西
播
地
域

で
専
門
性
の
高
い
治
療
を
施
行
し
ま

す
。
乳
房
に
異
常
を
感
じ
た
り
、
不

安
が
あ
り
ま
し
た
ら
乳
腺
外
来
に
ご

相
談
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

循
環
器
内
科
医
師
派
遣
の
お
知
ら
せ

（
毎
週
土
曜
日
午
前
中
）

現
在
、
市
民
病
院
に
、
毎
週
土
曜

日
の
午
前
中
に
神
戸
大
学
か
ら
循
環

器
内
科
の
専
門
医
師
が
交
替
で
派
遣

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
心
疾
患
の
診

察
を
ご
希
望
の
方
は
、
ぜ
ひ
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

小
児
科
時
間
外
診
療
を
行
っ
て
い
ま

す（
毎
週
水
曜
日
）

市
民
病
院
で
は
、
安
心
な
子
育
て

を
支
援
す
る
た
め
、
毎
週
水
曜
日
の

19
時
30
分
か
ら
22
時
ま
で
の
間（
受

付
時
間
は
21
時
30
分
ま
で
）、時
間
外

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
さ

ん
の
体
調
が
お
か
し
い
と
感
じ
ま
し

た
ら
、ご
相
談
、受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

看
護
師
、
看
護
助
手
の
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す

市
民
病
院
で
は
、
看
護
師
、
看

護
助
手
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
方
は
、
履
歴
書
を
市
民

病
院
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

看
護
師
・
准
看
護
師

▼
募
集
人
員
　
若
干
名

▼
応
募
資
格

看
護
師
・
准
看
護

師
免
許
を
有
す
る
方

▼
勤
務
時
間

週
38
時
間
45
分

▼
賃
金（
日
給
）
８
１
７
０
円
〜

１
万
２
０
０
０
円

▼
手
当

通
勤
、
期
末
、
時
間
外
、

特
殊
勤
務
な
ど

▼
業
務
内
容

看
護
業
務

※
夜
勤
専
門
の
勤
務
な
ど
、
勤
務

形
態
に
つ
い
て
は
相
談
に
応
じ
ま

す
。看

護
助
手

▼
募
集
人
員

２
名

▼
応
募
資
格

50
歳
位
ま
で
の
看

護
業
務
に
熱
意
の
あ
る
方

▼
勤
務
時
間

週
38
時
間
45
分

▼
賃
金（
日
給
）
６
５
７
０
円

▼
手
当

通
勤
、
期
末
な
ど

▼
業
務
内
容

看
護
補
助
業
務

2 1

「
５
月
12
日
は
看
護
の
日
」
ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
の
誕
生
日
で
す

市
民
病
院
で
は
、看
護
週
間
の

５
月
11
日（
月
）か
ら
15
日（
金
）に

次
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

患
者
調
査

待
ち
時
間
調
査
及
び
患
者
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

▼
対
象

５
月
11
日（
月
）〜
15
日

（
金
）の
間
に
受
診
さ
れ
た
患
者
さ

ん
す
こ
や
か
介
護
教
室（
パ
ー
ト

２
）介

護
に
必
要
な
知
識
・
技
術
に

つ
い
て
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象

市
内
在
住
の
介
護
に
携

わ
っ
て
お
ら
れ
る
方（
家
族
・
ヘ

ル
パ
ー
の
方
）

▼
日
時

５
月
13
日（
水
）

13
時
30
分
〜
15
時

▼
受
付
場
所
・
問
合
せ
先

市
民
病
院
看
護
科
・
外
来
看
護
師

ま
で

2 1

担当医師

佐野
さ の

医師

担当医師

崔
さい

医師



原
則
と
し
て
、
４
・
６
・
８
月
に

年
金
か
ら
天
引
き
さ
せ
て
い
た
だ
く

額
は
、
今
年
２
月
の
年
金
受
給
時
に

天
引
き
し
た
額
と
同
額
で
す（
仮
徴

収
）。
10
・
12
・
２
月
に
年
金
か
ら

天
引
き
す
る
額
は
、
今
年
度
の
年
間

保
険
料
か
ら
仮
徴
収
し
ま
し
た
額
の

差
額
を
３
回
に
振
り
分
け
た
額
に
な

り
ま
す（
本
徴
収
）。（
表
２
参
照
）

【
普
通
徴
収（
納
付
書
納
付
・
口
座
振
替
）】

▼
年
金
が
年
額
18
万
円
未
満
の
方
、

老
齢
福
祉
年
金
の
み
受
給
の
方
、
年

度
途
中
で
65
歳
に
な
ら
れ
た
方
、
年

度
途
中
で
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
さ

れ
た
方

１
期
、
２
期
は
、
前
年
度
の
保
険

料
な
ど
を
も
と
に
、
暫
定
的
に
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す（
暫
定
賦
課
）。
３

期
か
ら
６
期
ま
で
は
今
年
度
の
年
間

保
険
料
か
ら
暫
定
賦
課
し
た
額
の
差

額
を
４
回
に
振
り
分
け
て
納
め
て
い

た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す（
確
定
賦

課
）。（
表
３
参
照
）
な
お
、
誕
生
月
に

よ
っ
て
は
、
特
別
徴
収
に
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
通
知

仮
徴
収
及
び
暫
定
賦
課
に
係
る
納

入
通
知
書
や
納
付
書（
普
通
徴
収
で
納

付
書
納
付
の
方
の
み
）は
、
４
月
中
旬

に
郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、
確
定
し
た

介
護
保
険
料
の
通
知
に
つ
い
て
は
、

８
月
上
旬
に
送
付
予
定
で
す
。

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

健
康
福
祉
課
長
寿
介
護
係（

７
１
２
４
　

４
５
９
６
）

23

22

介護

82009.４月

第
一
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
の
方
）

の
介
護
保
険
料

介
護
保
険
は
、
市
が
策
定
し
て
い

る「
介
護
保
険
事
業
計
画
」に
基
づ
い

て
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
計
画

は
３
年
ご
と
に
見
直
し
を
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
12
年
４
月

に
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
も
９
年

が
経
ち
、
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計

画（
平
成
21
〜
23
年
度
）を
策
定
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
市
に
お
け
る
第

一
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
基
準

額（
３
７
０
０
円
）は
、
前
計
画
と
同

額
と
な
り
ま
し
た
。
４
月
分
以
降
の

介
護
保
険
料
は
、
前
年
の
本
人
の
所

得
や
世
帯
の
住
民
税
課
税
状
況
な
ど

に
よ
り
表
１
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま

す
が
、
そ
れ
ら
が
確
定
す
る
の
が
６

月
以
降
と
な
る
た
め
、
そ
れ
ま
で
の

間
の
保
険
料
は
、
前
年
度
の
保
険
料

な
ど
を
も
と
に
暫
定
的
に
計
算
し
た

額
を
納
め
て

い
た
だ
き
ま

す
。

介
護
保
険
料
の
納
め
方

【
特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）】

▼
年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
の
方
で
、

普
通
徴
収
で
な
い
方

第1段階

第2段階 住民税非課税世帯の方

第3段階

第4段階

第5段階

住民税非課税世帯の方

本人が住民税非課
税の方

本人が住民税課税で合計所得金額200万円未満の方

第6段階

基準額×0.5

基準額×0.5

基準額×0.75

基準額×1.25

基準額×1.0

基準額×0.91

基準額×1.5

1,850

1,850

2,775

4,625

3,700

3,367

5,550

22,200

22,200

33,300

55,500

44,400

40,404

66,600本人が住民税課税で合計所得金額200万円以上の方

第２段階以外の方

前年の合計所得金額＋課税年
金収入額が80万円以下の方

上段以外の方

前年の合計所得金額＋課税年
金収入額が80万円以下の方

生活保護の受給者、老齢福祉年金の受給者で
住民税非課税世帯の方

段階 保 険 料 区 分 保険料率 月額 年額
表１　平成21～23年度第一号被保険者介護保険料 （単位：円）

１期

２期

３期

４期

５期

６期

４月

６月

８月

10月

仮徴収

本徴収

12月

２月

期別 徴収月 徴収区分 徴 収 額

（平成20年度の保険料を年金から天引きされた方）

※８月保険料で調整変更する場合があります。

表２　特別徴収の方の納め方

平成20年２月に年金受

給時に徴収された保険

料額と同じ額

年間保険料額から仮徴

収した額を差し引き、３

回に振り分けて徴収

１期

２期

３期

４期

５期

６期

4月30日（木）

6月30日（火）

8月31日（月）

11月 2 日（月）

暫定賦課

確定賦課

12月25日（金）

3月 1 日（月）

期別 納付期限 徴収区分 徴収額

表３　普通徴収の方の納め方

※普通徴収（納付書納付）の方は、安心で便利な口座
　振替をお勧めします。

平成20年度の保

険料の段階で徴収

年間保険料額から

暫定賦課した額を

差し引き、４回に

振り分けて徴収



平
成
21
年
度
前
期
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

『
の
び
の
び
健
康
教
室
』受
講
生
を
募
集
し
ま
す

健
康
福
祉
課
長
寿
介
護
係（

７
１
２
４
　

４
５
９
６
）

23

22

福祉高
齢
者
の
方
が
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
し
て

い
け
る
体
力
、
筋
力
を
維
持
向
上
す

る
た
め
の
基
本
的
な
知
識
や
、
自
宅

で
行
え
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ス
ト
レ

ッ
チ
体
操
な
ど
を
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊

か
に
指
導
し
ま
す
。

▼
対
象

市
内
に
住
所
を
有
し
、
介

護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

な
い
65
歳
以
上
の
方（
平
成
20
年
度

に
受
講
さ
れ
た
方
も
対
象
と
な
り
ま

す
）

▼
実
施
日
時

４
月
〜
９
月（
月
１
回

の
６
回
コ
ー
ス
で
原
則
第
３
木
曜
日
）

13
時
〜
15
時（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
開
始

前
に
毎
回
体
調
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま

す
）

※
第
１
回
は
、
４
月
30
日（
木
）に
実

施
予
定
で
す
。

▼
場
所

総
合
福
祉
会
館
４
階
多
目

的
ホ
ー
ル

▼
指
導
者
（
社
）兵
庫
県
柔
道
整
復
師

会
　
梶
山
か
じ
や
ま

先
生
、
近
谷
こ
ん
た
に

先
生
、
古
沢
ふ
る
さ
わ

先
生
、
本
田
ほ
ん
だ（
雅
）先
生
、
本
田
ほ
ん
だ（
朋
）

先
生
、
ス
タ
ッ
フ
安
積
あ
ず
み

先
生

▼
参
加
費

無
料（
た
だ
し
、
教
材
費

な
ど
は
各
自
負
担
）

▼
定
員

70
名

▼
申
込

受
付
開
始
は
４
月
15
日

（
水
）８
時
30
分
か
ら
健
康
福
祉
課
へ

電
話
か
直
接
申
込（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

9 2009.４月

身
体
障
害
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係（

７
１
６
７
　

４
５
９
６
）

23

22

福祉

相
生
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び
第
４
期

相
生
市
介
護
保
険
事
業
計
画
を
作
成
し
ま
し
た

健
康
福
祉
課
長
寿
介
護
係（

７
１
２
４
　

４
５
９
６
）

23

22

介護平
成
21
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
ま

で
の
、
介
護
保
険
を
は
じ
め
と
し
た

高
齢
者
福
祉
施
策
の
方
向
を
定
め
る

相
生
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び

第
４
期
相
生
市
介
護
保
険
事
業
計
画

を
作
成
し
ま
し
た
。

計
画
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
各
課

（
健
康
福
祉
課
）の
ペ
ー
ジ
か
健
康
福

祉
課
で
閲
覧
、
入
手
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

理
学
療
法
士
に
よ
る
身
体
機
能
の

回
復
、
維
持
を
目
的
と
し
た
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。

▼
対
象

市
内
在
住
で
身
体（
上
肢
・

下
肢
）に
障
害
の
あ
る
方

▼
実
施
日
時

毎
月
第
２
・
第
４
火

曜
日
、
13
時
30
分
〜
15
時
ま
た
は
15

時
〜
16
時
30
分

▼
場
所

総
合
福
祉
会
館
２
階
機
能

訓
練
室

▼
内
容

器
具
を
利
用
し
た
訓
練
と

自
宅
で
行
え
る
訓
練
の
指
導
な
ど

▼
参
加
費

無
料

▼
申
込

障
害
者
手
帳
を
持
参
し
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
自
立
支
援
プ
ラ
ザ
相
生（

７
１
２
５
）へ

22

手
話
通
訳
者
・
要
約
筆
記
奉
仕
員
を
派
遣
し
ま
す

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係（

７
１
６
７
　

４
５
９
６
）

23

22

福祉要
約
筆
記
は
、
文
字
で
話
の
内
容

を
書
き
伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
手
法
で
す
。
聴
覚
、
言
語
、
音

声
機
能
そ
の
他
の
障
害
の
あ
る
方
が
、

官
公
庁
な
ど
の
公
的
機
関
で
の
手
続

き
や
医
療
機
関
へ
の
受
診
な
ど
に
お

い
て
、
要
約
筆
記
奉
仕
員
を
派
遣
す

る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

円
滑
に
行
え
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

手
話
通
訳
者
の
派
遣
に
つ
い
て
も
こ

れ
ま
で
同
様
派
遣
し
ま
す
。

▼
対
象

次
の

〜

の
す
べ
て
に

該
当
す
る
方

3

1

市
内
に
住
所
を
有
し
、
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
聴
覚
、

言
語
、
音
声
機
能
障
害
者

手
話
ま
た
は
要
約
筆
記
に
よ
っ

て
、
円
滑
な
意
思
の
疎
通
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
方

外
出
す
る
と
き
に
、
適
当
な
通
訳

者
ま
た
は
要
約
筆
記
者
を
得
る
こ
と

が
困
難
な
方

▼
派
遣
費
用

手
話
通
訳
者
な
ど
の

派
遣
に
要
す
る
費
用
は
無
料
。た
だ
し
、

外
出
に
要
す
る
手
話
通
訳
者
な
ど
の

交
通
費
な
ど
は
全
額
申
請
者
の
負
担

3 2 1
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聴
覚
障
害
者
用
屋
内
信
号
装
置
設
置
促
進
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係（

７
１
６
７
　

４
５
９
６
）

23

22

福祉
▼
対
象

次
の

〜

の
す
べ
て
に

該
当
す
る
方

市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
居
住

す
る
在
宅
の
方

身
体
障
害
者
手
帳（
聴
覚
障
害
３

級
以
下
）の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

※
１
〜
２
級
の
方
は
日
常
生
活
用
具

で
支
給
と
な
り
ま
す
。

聴
覚
障
害
者
の
み
の
世
帯
及
び
こ

れ
に
準
ず
る
世
帯
の
世
帯
員

3 2 1

3

1

▼
給
付
用
具

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
と
連

動
し
、
光
、
振
動
な
ど
に
よ
り
訪
問

を
感
知
で
き
る
屋
内
信
号
装
置

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

身
体
障
害

者
手
帳
、印
鑑
、見
積
書
、カ
タ
ロ
グ

▼
そ
の
他

・
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す

・
費
用
の
負
担
は
原
則
１
割
負
担

（
市
民
税
課
税
状
況
に
応
じ
て
負
担
上

限
額
あ
り
）

〜
高
齢
者
な
ど
を
火
災
か
ら
守
り
、

安
全
安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
！
〜

在
宅
で
暮
ら
す
市
民
税
非
課
税
の

65
歳
以
上
高
齢
者
な
ど
の
居
宅
に
火

災
警
報
器
を
給
付
し
、
消
防
職
員
な

ど
が
適
切
な
位
置
へ
取
付
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
生
活
上
の
安
全
安
心
を

確
保
し
ま
す
。

▼
対
象
世
帯

市
内
在
住
の
方
で
次

の

〜

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
65
歳
以
上
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の
世

帯
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
重
度
障
害

者
の
み
の
世
帯

▼
対
象
要
件
　
次
の
①
〜
④
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
方

①
申
込
時
点
で
、
市
民
税
非
課
税
世

帯
で
あ
る
こ
と

②
現
に
高
齢
者
な
ど
の
居
住
し
て
い

る
住
宅
が
平
成
18
年
６
月
１
日
以
降

に
着
工
し
新
築
、
改
築
し
た
建
物
で

な
い
こ
と

③
現
に
高
齢
者
等
が
居
住
し
て
い
る

3 2 1

3

1

住
宅
に
、
対
象
世
帯（
上
記

〜

）

以
外
の
者
が
居
住
し
て
い
な
い
こ
と

④
適
切
な
場
所
へ
火
災
警
報
器
を
既

に
設
置
し
て
い
る
世
帯
及
び
他
の
制

度
に
よ
り
機
器
の
給
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
世
帯
を
除
く

▼
申
込

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
健
康
福
祉
課
へ
提
出

▼
火
災
警
報
器
取
付
予
定
時
期

６

月
中
旬
以
降
順
次（
日
程
調
整
に
つ
い

て
は
、
市
か
ら
直
接
対
象
者
へ
連
絡

し
ま
す
）

▼
そ
の
他

・
申
請
に
は
、
担
当
地
区
の
民
生
・

児
童
委
員
の
確
認
印
が
必
要
で
す

・
居
住
し
て
い
る
住
宅
が
自
己
所
有

で
な
い（
借
家
）場
合
は
、
建
物
所
有

者
の
承
諾
印
が
必
要
で
す

・
火
災
警
報
器
の
設
置
場
所
は
寝
室

が
１
階
の
場
合
は
、
そ
の
寝
室
に
、

２
階
の
場
合
は
、
寝
室
と
階
段
に
設

置
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す

・
火
災
警
報
器
の
給
付
・
取
付
に
か

か
る
費
用
は
無
料
で
す
が
、
機
器
取

付
後
の
維
持
管
理
及
び
修
理
に
要
す 3

1

る
費
用
は
、
自
己
負
担
で
す

▼
問
合
せ
先

健
康
福
祉
課
長
寿
介

護
係

〜
重
度
障
害
者
の
み
の
世
帯
も
対
象

で
す
〜

▼
対
象
要
件

市
内
在
住
の
方
で
次

の

〜

の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
居
住

す
る
在
宅
の
方
で
市
民
税
非
課
税
の

世
帯身

体
障
害
者
手
帳
２
級
以
上
の
身

体
障
害
者（
児
）、
療
育
手
帳
Ａ
判
定

の
知
的
障
害
者（
児
）の
み
の
世
帯（
た

だ
し
、
同
居
の
家
族
が
仕
事
な
ど
で

不
在
と
な
る
場
合
も
該
当
）

2 1

3

1

居
住
す
る
住
宅
が
平
成
18
年
６
月

１
日
以
降
に
着
工
し
、
新
築
、
改
築

し
た
住
宅
で
な
い
こ
と
及
び
火
災
警

報
器
を
設
置
し
て
い
な
い
方

▼
費
用

無
料（
た
だ
し
、
課
税
世
帯

及
び
既
に
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て

い
る
方
は
１
割
負
担
で
給
付
可
）

▼
申
込

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
社
会
福
祉
課
へ
提
出

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
障

害
者
手
帳
、
遺
族
年
金
・
障
害
年
金

を
受
け
て
い
る
方
は
、
振
込
通
知
な

ど
年
金
額
の
わ
か
る
も
の

▼
問
合
せ
先

社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係

3

火
災
警
報
器
給
付
・
取
付
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

健
康
福
祉
課
長
寿
介
護
係（

７
１
２
４
　

４
５
９
６
）

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係（

７
１
６
７
　

４
５
９
６
）

23

22

23

22

福祉
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若
者
定
住
促
進
奨
励
金
支
給
事
業
を
開
始
し
ま
す

建
設
管
理
課
建
設
総
務
係（

７
１
３
４
　

７
１
６
０
）

23

23

建設

リ
フ
ト
付
車
両
購
入
等
助
成
事
業
、
既
所
有
の
車
両
へ
の

リ
フ
ト
装
置
装
着
に
も
助
成
を
拡
大
し
ま
す

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係（

７
１
６
７
　

４
５
９
６
）

23

22

福祉重
度
身
体
障
害
者
の
方
の
外
出
や

社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
た
め
、リ
フ

ト
付
き
車
両
な
ど
の
新
規
購
入
に
対

す
る
助
成
に
加
え
、21
年
度
よ
り
既
所

有
の
車
両
に
リ
フ
ト
装
置
を
装
着
す

る
経
費
に
対
し
て
も
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象

次
の
条
件
に
す
べ
て
該
当

す
る
方

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２

級
を
所
持
し
、
下
肢
ま
た
は
体
幹
機

1

能
障
害
に
よ
り
車
い
す
な
ど
を
使
用

し
て
い
る
在
宅
の
身
体
障
害
者
の
方
、

ま
た
は
そ
の
介
護
者
で
生
計
を
一
つ

に
す
る
方

特
別
障
害
者
手
当
の
支
給
要
件
で

あ
る
所
得
制
限
の
限
度
額
以
内
の
世

帯
に
属
す
る
方

▼
助
成
額

リ
フ
ト
等
補
助
機
能
設

備
に
要
す
る
経
費
に
対
し
、
１
人
10

万
円
以
内

2

自
動
車
改
造
費
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係（

７
１
６
７
　

４
５
９
６
）

23

22

福祉こ
の
事
業
は
、
重
度
身
体
障
害
者

の
方
が
、
就
労
な
ど
に
伴
い
自
動
車

を
取
得
す
る
場
合
、
そ
の
自
動
車
の

改
造
に
要
す
る
経
費
を
助
成
し
、
社

会
復
帰
の
促
進
を
図
る
制
度
で
す
。

▼
対
象

次
の

〜

の
条
件
に
す

べ
て
該
当
す
る
方

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２

級
を
所
持
し
、
上
肢
、
下
肢
ま
た
は

体
幹
機
能
障
害
及
び
知
的
障
害
者
な

ど 1

3

1

特
別
障
害
者
手
当
の
支
給
要
件
で

あ
る
所
得
制
限
の
限
度
額
以
内
の
世

帯
に
属
す
る
方

就
労
な
ど
に
伴
い
自
ら
が
所
有

し
、
運
転
す
る
自
動
車
の
操
向
装
置

及
び
駆
動
装
置
の
一
部
を
改
造
す
る

必
要
が
あ
る
も
の

▼
助
成
額

車
両
購
入
費
用
の
う
ち
、

操
向
装
置
及
び
駆
動
装
置
の
改
造
に

要
す
る
経
費
に
対
し
、
１
人
10
万
円

以
内

3 2

▼
対
象

市
内
に
５
年
以
上
定
住
す

る
意
思
を
持
ち
、
40
歳
未
満
で
、
夫

婦
ま
た
は
単
身
者
で
子
ど
も
を
養
育

し
て
い
る
若
者
で
、
事
業
期
間
内
に

自
己
の
居
住
用
住
宅
を
新
築
ま
た
は

新
築
住
宅
を
購
入
し
、
所
有
権
割
合

が
５
割
以
上
あ
る
方

▼
金
額

月
額
１
万
円（
５
年
間
で
総

額
60
万
円
）

※
毎
年
、
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
事
業
期
間

平
成
21
年
４
月
〜
平

成
26
年
３
月
の
５
年
間

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
を
拡
大
し
ま
す

市
民
課
国
保
年
金
係（

７
１
５
４
　

６
４
３
９
）

22

23

国保市
で
は
平
成
21
年
４
月
か
ら
、
乳

幼
児
等
医
療
費
の
自
己
負
担
額
を
無

料
に
し
ま
し
た
。

新
小
学
１
〜
３
年
生
の
対
象
者
に

は
、
３
月
下
旬
に
受
給
者
証
を
送
付

し
て
い
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
な
ど

で
は
新
し
い
受
給
者
証
を
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

平成21年３月まで

平成21年４月から

※１歳以上は所得制限があります

一部負担

一部負担

未就学児

就学児

（小3まで）

０歳

小学３年生

外来：１医療機関あたり１日700
円を限度に月２回まで

入院：１割負担で、１医療機関あ
たり月2800円まで

外来・入院：無料

外来・入院：無料～



３月15日（日）中央公園一帯で相生ＦＣジュニアと相
生ライオンズクラブの方々による「一斉清掃」が行われ
ました。参加した子どもたちは「きれいになると気持ちが
いいね。ごみは捨てないでほしい」と話してくれました。

３月14日（土）金ヶ崎学園大学の平成20年度修了式
が市民会館で行われました。55名の方が修了証書を授与
されました。また皆勤賞、精勤賞などの表彰も行われ、
多くの方が授与されました。おめでとうございます。

３月７日（土）市民会館で市内の小・中学生が
参加する伝統文化子ども教室合同発表会が開催
されました。華やかな着物での日本舞踊と琴の演
奏で１年間の練習成果を披露しました。合同発表
会の後には修了証書が授与されました。

３月10日（火）相生小学校、那波小学校の３年生と「相生
湾自然再生学習会議」の皆さんで環境学習の一環として、那波
港にアマモを移植しました。子どもたちが年末から育ててきた
アマモを、「大切に育てたアマモで、海がきれいになることを
願っています」とボランティアのダイバーの方たちに手渡しまし
た。寒い中でしたが、ダイバーの方たちに１株ずつ丁寧に移植
してもらい、無事移植が完了しました。

３月15日（日）若狭野天満神社
で、天神市が開催されました。
地元の新鮮な野菜やお花、手作
り小物、お菓子など出品者による
思いが込もった品々がたくさん並
び、訪れた方は「ここは手作りのも
のが多く、出店者の方々とのやり
取りも楽しいです」と話してくれま
した。毎月第３日曜日の朝10時か
ら境内で開催されるこの市は、次
回は４月19日（日）に開催されます。

P
H O T O

N E W S

まちの
できごと
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３月16日（月）～17日（火）市民会館で、高年クラ
ブによる世代交流作品展が開催されました。作品は、
書道、写真、絵画、手芸、俳句など全部で120点もの
作品が展示され、会場は工夫を凝らした作品を鑑賞す
る多くの人で賑わっていました。

３月７日（土）ふれあいひろば　おおで相生の歴史
やしきたり、風景などを描いた手作りカルタで相生懐
古いろはカルタ大会が開催されました。相生地区の小
学生から幼稚園児まで30名以上の参加者が集まり、大
賑わいの会場もカルタが始まると真剣な表情でカルタに
目をやり、「はーい！」と元気な声が響き渡っていました。

３月１日（日）ふるさと交流館で、「しいたけ植菌体験」
が行われました。29人の参加者が原木にドリルで穴をあ
け、しいたけ菌をトンカチでたたいて植えました。１年
後には、収穫できるそうです。成長が楽しみですね！

３月１日（日）椿の園と愛老園で消防団、警察署、
社会福祉事業団、消防本部の合同訓練が実施されまし
た。建物火災が発生しその後、山林へ延焼したという
想定で訓練が行われ、統制のとれた素早い避難誘導と
消火活動で、連携の強化を図っていました。

３月20日（金）相生地区で相生まちなみウォークが
開催され、多くの参加者で賑わいました。格子戸や生垣
のあるまちなみ、懐かしい町の魚屋さんに理髪店、細い路
地などを散策しました。参加された方は「何度か来たこと
があるけど歩いてみると凄く興味深い建物がたくさんあり
ました。この町の財産ですね」と語ってくれました。

13 2009.４月
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鍼
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
施
療
費
助
成
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す

市
民
課
国
保
年
金
係（

７
１
５
４
　

６
４
３
９
）

22

23

国保

市
税
な
ど
の
納
付
は
便
利
な「
口
座
振
替
」で
！

４
月
よ
り
利
用
で
き
る
本
・
支
店
が
追
加
さ
れ
ま
し
た

徴
収
対
策
室（

７
１
５
２
　

６
４
３
９
）

22

23

徴収

142009.４月

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
、
施
療
費
の
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
市
指
定
の
施

術
所
で
施
術
し
た
と
き
、
割
引
が
受

け
ら
れ
る
助
成
券
を
申
請
に
よ
り
交

付
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
口
座
振
替
の
利
用
は
、

一
部
の
金
融
機
関
を
除
い
て
、
相
生

支
店
に
限
っ
て
い
ま
し
た
が
、
４
月

か
ら
次
の
金
融
機
関
す
べ
て
に
お
い

て
本
・
支
店
ど
こ
で
も
口
座
振
替
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
利
用
で
き
る
金
融
機
関

み
な
と

銀
行
、兵
庫
信
用
金
庫
、播
州
信
用
金

庫
、姫
路
信
用
金
庫
、西
兵
庫
信
用
金

庫
、近
畿
労
働
金
庫
、相
生
市
農
業
協

同
組
合
、兵
庫
西
農
業
協
同
組
合
、三

井
住
友
銀
行（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
、
介
護
保
険
料
を
除
く
）、ゆ
う
ち

ょ
銀
行

▼
申
込

徴
収
対
策
室
、
市
内
金
融

機
関
な
ど
に
備
え
付
け
の「
預
金
口
座

振
替
依
頼
ハ
ガ
キ（
自
動
払
込
利
用
申

込
書
）」に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
市

役
所
や
取
扱
い
金
融
機
関
に
提
出

▼
口
座
振
替
が
可
能
な
支
払

市
・

県
民
税（
普
通
徴
収
）、
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民

健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
、
介
護
保
険
料
、
住
宅
使
用
料

『
ま
ち
か
ど
出
前
講
座
』を
ご
活
用
く
だ
さ
い

企
画
広
報
課
広
報
係（

７
１
２
３
　

７
１
６
１
）

23

23

広報普
段
、
市
政
に
つ
い
て
疑
問
に
思

っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん

の
グ
ル
ー
プ
で
ま
ち
か
ど
出
前
講
座

を
開
催
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
？

▼
利
用
で
き
る
方

市
内
に
在
住
、

在
勤
、
在
学
し
て
い
る
中
学
生
以
上

の
方
で
、
10
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ

▼
開
催
日
時
と
場
所

12
月
25
日（
金
）

〜
平
成
22
年
１
月
10
日（
日
）を
除
く

10
時
〜
19
時
ま
で
の
間
で
、
90
分
以

内※
会
場
は
主
催
者
側
で
確
保
願
い
ま

す
。

▼
料
金

無
料

▼
申
込

各
公
民
館
に
あ
る
申
込
書

に
記
入
し
、
開
催
希
望
日
の
２
週
間

前
ま
で
に
企
画
広
報
課
広
報
係
へ

▼
期
間

４
月
〜
平
成
22
年
３
月

▼
助
成
額

１
回
に
つ
き
１
０
０
０

円（
８
枚
綴
り
１
人
２
冊
ま
で
）

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑（
認

め
）、健
康
保
険
被
保
険
者
証
や
運
転

免
許
証
な
ど
年
齢
確
認
の
で
き
る
も

の

国
民
健
康
保
険
の
届
出
を
忘
れ
ず
に
！

市
民
課
国
保
年
金
係（

７
１
５
４
　

６
４
３
９
）

22

23

国保退
職
や
加
入
し
て
い
た
保
険
の
資

格
が
な
く
な
っ
た
場
合
や
、
就
職
の

た
め
国
民
健
康
保
険
か
ら
他
の
保
険

に
変
更
と
な
っ
た
方
な
ど
は
、
国
民

健
康
保
険
へ
の
届
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
届
出
に
必
要
な
も
の

○
加
入
の
場
合

健
康
保
険
資
格
喪

失
証
明
書
、
印
鑑
、
年
金
証
書（
年
金

受
給
者
）

○
喪
失
の
場
合

新
し
く
加
入
し
た

健
康
保
険
証
、
印
鑑
、
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

総
務
課
総
務
係（

７
１
２
６
　

６
４
３
９
）

22

23

相談皆
さ
ん
の
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と

を
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

５
月
13
日（
水
）13
時
〜
16
時

▼
場
所

市
民
会
館
２
階
２
０
１
会
議
室



学
生
の
み
な
さ
ん
は「
学
生
納
付
特
例
」

の
手
続
き
も
忘
れ
ず
に

国
民
年
金
制
度
に
は
、
学
生
で
前

年
所
得
が
基
準
額
以
下
の
方
を
対
象

に
、
手
続
き
を
し
て
承
認
さ
れ
る
と

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
猶
予
さ
れ

る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が
あ
り
ま

す
。
こ
の
制
度
を
希
望
の
方
は
、
忘

れ
ず
に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象

大
学（
大
学
院
）・
短
大
・

高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修

学
校
・
各
種
学
校
な
ど
に
在
籍
す
る

学
生（
各
種
学
校
の
場
合
、
修
業
年
限

が
１
年
以
上
で
あ
る
こ
と
）

▼
所
得
の
基
準

学
生
本
人
の
前
年

所
得
１
１
８
万
円
以
下（
扶
養
親
族
な

ど
が
い
る
場
合
は
、
そ
の
数
に
応
じ

て
加
算
さ
れ
ま
す
）

▼
承
認
期
間

４
月
か
ら
翌
年
３
月

ま
で
の
学
生
で
あ
る
期
間

▼
申
請

年
金
手
帳
、
学
生
で
あ
る

こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類（
学
生
証
ま

た
は
在
学
証
明
書
）を
市
民
課
国
保
年

金
係
へ
持
参

※
学
生
納
付
特
例
を
承
認
さ
れ
た
場

合
で
、
翌
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予

定
の
場
合
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
ハ

ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申
請
書

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

か
ら
の

姫
路
社
会
保
険
事
務
所

姫
路
社
会
保
険
事
務
所

姫
路
社
会
保
険
事
務
所

姫
路
社
会
保
険
事
務
所

お
知
ら
せ

姫路社会保険事務所の
年金出張相談

（ 079－224－6382）

日時 ５月７日（木）
10時～15時受付分まで

場所 相生市民会館
203会議室

※代理人の場合は本人の委任状
が必要です。

15 2009.４月

春
は
異
動
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

国
民
年
金
の
手
続
き
は
忘
れ
ず
に
！

市
民
課
国
保
年
金
係（

７
１
５
４
　

６
４
３
９
）

22

23

年金
こ
ん
な
と
き
に
は
手
続
き
が
必
要
で

す
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
は
、
国

民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
加
入
の
種

類
は
自
営
業
者
や
学
生
な
ど
の
第
１

号
被
保
険
者
、
厚
生
年
金
や
共
済
組

合
の
加
入
者
で
あ
る
第
２
号
被
保
険

者
、
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者（
収
入
が
一
定
額
を
超

え
な
い
方
）で
あ
る
第
３
号
被
保
険
者

の
３
種
類
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
本
人
や
配
偶
者
の
就
職
、
転
職
、

結
婚
な
ど
の
人
生
の
節
目
に
は
国
民

年
金
の
種
別
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
、

種
別
変
更
な
ど
の
手
続
き
が
必
要
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
、
万
が
一
、

病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と
き

や
、
亡
く
な
っ
た
場
合
に
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ

な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

（
下
表
参
照
）。

こんなときには手続きが必要です
学生やフリーターなど、厚生年金や共済組合に加入していない人
が20歳になったとき

第２号被保険者に扶養されている配偶者が20歳になったとき

配偶者が就職し、第２号被保険者に扶養されるようになったとき

60歳になる前に、会社などを退職したとき

会社などを退職し、第２号被保険者である配偶者に扶養されるよ
うになったとき

配偶者が退職し、第２号被保険者に扶養されなくなったとき

パート収入が130万円を超えたときなど、配偶者の扶養から外れ
るようになったとき

被保険者の種別

第１号

第３号

第１号→第３号

第２号→第１号

第２号→第３号

第３号→第１号

第３号→第１号

手続き先

市民課国保年金係

配偶者の勤務先

配偶者の勤務先

市民課国保年金係

配偶者の勤務先

市民課国保年金係

市民課国保年金係

４月20日（月）、27日（月）、
５月７日（木）、11日（月）
の19時まで

５月９日(土)の９時30分～16時

社会保険事務所の年金相談窓口の
　　　　　　　延長および休日開設

延長時間

休日開設

年金手帳、印鑑持参物

姫路社会保険事務所
姫路市北条１丁目２５０
（　079－224－6385）

場　所
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ひ
っ
た
く
り
被
害
防
止
対
策
　

油
断
し
て
い
る
と
誰
も
が
被
害
者

ひ
っ
た
く
り
は
他
人
事
だ
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？
犯
人
は
あ
な
た
が
油
断

し
て
い
る
ス
キ
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
外

出
時
に
は
、
防
犯
対
策
を
と
る
よ
う
に

習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

【
防
犯
対
策
】

バ
ッ
グ
は
道
路
側
に
持
た
な
い
よ
う

に
す
る
、

自
転
車
の
前
カ
ゴ
に
は
防

犯
カ
バ
ー
を
す
る
、

銀
行
、
郵
便
局

の
帰
り
道
は
特
に
注
意
す
る
、

人
通

り
の
少
な
い
道
は
避
け
る
、

後
か
ら

つ
け
ら
れ
て
い
な
い
か
周
囲
に
目
配
り

を
す
る
、

歩
き
な
が
ら
の
携
帯
電
話

は
止
め
る
、

後
か
ら
近
づ
い
て
く
る

バ
イ
ク
の
音
に
は
立
ち
止
ま
っ
て
警
戒

を
す
る

7
6

5
4

3

2

1

車
上
ね
ら
い
被
害
防
止
対
策

金
品
置
か
ず
短
時
間
で
も
ロ
ッ
ク

車
内
の
金
品
を
盗
み
取
る
車
上
ね
ら

い
が
、
全
国
的
に
多
発
し
て
い
ま
す
。

被
害
に
遭
う
の
は
現
金
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
盗
ま
れ
る
も
の
は
わ
ず
か

で
も
、
鍵
穴
や
ガ
ラ
ス
が
壊
さ
れ
て
し

ま
う
と
多
額
の
修
理
費
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
車
内
の
見
え
る
と
こ
ろ
に
は
絶

対
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
防
犯
対
策
】

車
内
に
は
各
種
カ
ー
ド
、
カ
バ
ン
な

ど
貴
重
品
を
残
さ
な
い
、

車
を
離
れ

る
時
は
窓
を
完
全
に
閉
め
、
エ
ン
ジ
ン

キ
ー
を
抜
き
、
ド
ア
を
確
実
に
ロ
ッ
ク

す
る
、

取
り
外
せ
る
カ
ー
ナ
ビ
は
持

ち
帰
る
、

盗
難
警
報
装
置
な
ど
の
防

犯
機
器
を
活
用
す
る
、

車
に
ボ
デ
ィ

ー
カ
バ
ー
を
掛
け
る
、

路
上
駐
車
は

や
め
、
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
犯
罪
設
備
の

整
っ
た
駐
車
場
を
利
用
す
る

6 5

4
3

2

1

と の安 全 安 心 窓

相生警察署
22 0110

泥棒はあなたのスキを
　　　　　狙っている！

西播磨県民局だより西播磨県民局だより西播磨県民局だより西播磨県民局だより

ススプ
リングフェア２００９春は播磨科学公園都市が

おもしろい！スプ
リングフェア２００９スプ
リングフェア２００９スプ
リングフェア２００９スプ
リングフェア２００９

4月26日（日）

4月11日（土）～

9：30～16：30
（入場は15：30まで）

◇ SPring-8の一般公開
SPring-８、ニュースバルの施設公開。小中学生も充分楽しむ
ことができる科学実験や工作を行います。見学には、光都プ
ラザ前芝生広場から無料シャトルバスをご利用ください。
（駐車場：西播磨総合庁舎横）
　 （財）高輝度光科学研究センター　　0791-58-2785

◇ 光都ふれあいウォーク 先着300名。（申込み必要）
播磨科学公園都市内の自然にふれあいながらの約２時間のコース
　　 9：30（光都プラザ前芝生広場）、10:00スタート
　 播磨高原広域事務組合 　 0791-58-0575

光都チューリップ園の12種、約６万３千本の色とりどりのチューリップ
が目を楽しませてくれます。  

4月29日（水・祝） 10：00～15：00

◇ 第８回「出る杭大会」 
　 地域を元気にしようと取り組んでいる団体等が、日頃の活動を発表します。

◇ 西播磨ふるさとバザール 　　
 　西播磨の新鮮な農産物の即売や地域の特産品等のうまいもの市を開催

◇ 親子ふれあいキッズランド
　　ふわふわトランポリン、凧づくり、木工、竹細工など

◇ 西播磨総合リハビリテーションセンター特別展示
◇ ひょうご環境体験館（はりまエコハウス）特別展示　
◇ 都市内施設の一般公開 【各施設】
   県立大学理学部、県立大学付属高等学校では公開実験等を実施。
　また、西播磨総合リハビリテーションセンター（病院は非公開）、ひょう
ご環境体験館、先端科学技術支援センターは通常どおりの公開を行います。

（問合せ先）　西播磨県民局　総務室　地域企画課　　0791－58－2113
詳しくは西播磨県民局のトピックスをご覧ください。（兵庫県ホームページから西播磨県民局トップページへ）

」」プフェア」プフェア」プフェア」プフェア」リップリップリップリップ都チューリ都チューリ都チューリ都チューリ都都光都光都光都光都光光光光「光「光「光「光「光都チューリップ「光都チューリップププチチチチ 」」」」リリリリ都都都都光光光光 ッッッッ「「「「 都都都都 フフフフ アアアアュュュュ ェェェェ都チューリ都チューリリリッッッッ アアアアーーーー ッッッッ アアアア光光光光光光光光 チ リッチ リッププ「光都チューリップフェア」

播磨科学
公園都市
播磨科学
公園都市
播磨科学
公園都市

問

問
集合

交番（駐在）別
相生駅前
那 波 野
中 央 通
丘 の 台
若 狭 野
矢 野
合　　計

死者
0
0
0
0
0
0
0

件数
10
4
11
6
9
0
40

傷者
10
5
12
9
9
0
45

相生市人身交通事故
発生状況（２月末累計）
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み
ん
な
あ
つ
ま
れ
!!

お
は
な
し
　
い
っ
ぱ
い

子
ど
も
読
書
週
間
に
あ
た

り
、
お
は
な
し
会
と
か
ら
く
り

絵
本
作
り
を
行
い
ま
す
（
子
ど

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
パ
ス
ポ
ー
ト
参

加
事
業
）。

▼
日
時

４
月
19
日（
日
）

第
１
回
10
時
〜
、第
２
回
11
時
〜

▼
内
容
・
場
所

第
１
回

大
型
絵
本「
三
び
き

の
こ
ぶ
た
」・「
ね
ず
み
く
ん
の

チ
ョ
ッ
キ
」、
か
ら
く
り
絵
本

づ
く
り（
視
聴
覚
室
）

第
２
回

大
型
絵
本「
ぼ
く
に

げ
ち
ゃ
う
よ
」・「
ち
び
ゴ
リ
ラ

の
ち
び
ち
び
」、
か
ら
く
り
絵

本
づ
く
り（
視
聴
覚
室
）

※
毎
回
、
か
ら
く
り
絵
本
は
、

違
う
も
の
を
作
り
ま
す
。

子
ど
も
の
本
勉
強
会

絵
本
、
幼
年
童
話
、
物
語
を

読
み
、
子
ど
も
に
ど
ん
な
本
を

与
え
れ
ば
よ
い
の
か
、
み
ん
な

で
考
え
て
い
き
ま
す
。
読
み
聞

か
せ
な
ど
の
入
門
的
な
勉
強
会

で
す
。

▼
対
象

市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
方

▼
開
催
日
時

５
月
22
日

（
金
）・
６
月
25
日
・
７
月
２
日
・

９
月
24
日
・
10
月
22
日
・
11
月

26
日
・
平
成
22
年
１
月
28
日
・

２
月
25
日
・
３
月
４
日（
５
月
22

日
以
外
は
、
い
ず
れ
も
木
曜

日
・
年
９
回
開
催
）10
時
〜
12
時

▼
場
所

図
書
館
３
階
視
聴
覚

室▼
講
師

姫
路
お
は
な
し
の
会

元
代
表
　
中
尾
和
子

（
な
か
お
・
か
ず
こ
）

さ
ん

▼
定
員

30
名

読
書
会
会
員
を
募
集
し

ま
す
〜
も
っ
と
読
書
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
〜

▼
開
催
日
時

５
・
７
・
９
・
11

月
、
平
成
22
年
１
・
３
月
の
第

２
土
曜
日
　
10
時
30
分
〜
12
時

▼
内
容

あ
ま
り
細
か
い
内
容

に
触
れ
ず
大
き
な
流
れ
を
理
解

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
常
生
活
の

中
で
の
関
連
を
考
え
ま
す

▼
今
年
度
の
課
題
図
書

５
月
９
日
「
悪
童
日
記
」
ア
ゴ

タ
・
ク
リ
ス
ト
フ
著
　
ハ
ヤ
カ

ワ
文
庫
（
矢
野
講
師
）

７
月
11
日
「
あ
・
う
ん
」
向
田

邦
子
著
　
新
潮
文
庫
（
三
浦
講

師
）

９
月
12
日
「
恐
る
べ
き
子
供
た

ち
」
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
著

光
文
社（
古
典
新
訳
文
庫
）・
岩

波
文
庫
・
角
川
文
庫
（
矢
野
講

師
）

11
月
14
日
「
毎
日
の
言
葉
」
柳

田
国
男
著
　
新
潮
文
庫
（
三
浦

講
師
）

平
成
22
年
１
月
９
日
「
に
ん
じ

ん
」
ジ
ュ
ー
ル
・
ル
ナ
ー
ル
著

岩
波
文
庫
・
角
川
文
庫
（
矢
野

講
師
）

平
成
22
年
３
月
13
日
「
長
英
逃

亡
」
吉
村
昭
著
　
新
潮
文
庫

（
三
浦
講
師
）

▼
参
加
費

無
料

▼
そ
の
他

・
参
加
希
望
の
方
は
、
事
前
に

課
題
図
書
を
読
ん
で
お
い
て
く

だ
さ
い

・
ど
な
た
で
も
随
時
参
加
で
き

ま
す

相
生
市
史
の
販
売
〜
相

生
市
の
歴
史
を
知
っ
て

い
ま
す
か
〜

相
生
市
は
中
世
に
お
い
て
矢

野
荘
と
よ
ば
れ
、
ほ
ぼ
市
の
全

域
を
し
め
て
い
ま
し
た
。
市
内

に
は
、
こ
の
矢
野
荘
に
関
す
る

数
多
く
の
資
料
が
残
さ
れ
て
お

り
、
日
本
史
解
明
の
上
で
も
重

要
な
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
市
史
は
、
市
内
の
方
を

は
じ
め
、
多
く
の
方
々
よ
り
提

供
い
た
だ
い
た
資
料
２
万
余
点

を
、
全
第
８
巻（
９
冊
）に
ま
と

め
た
も
の
で
す
。

私
た
ち
の
祖
先
は
、
幾
多
の

戦
争
や
飢
餓
の
苦
し
み
に
耐

え
、
自
然
の
災
害
を
克
服
し
懸

命
に
生
き
て
き
ま
し
た
。
こ
う

し
た
先
人
の
足
跡
を
学
び
、
郷

土
に
対
し
て
の
認
識
を
深
め
る

こ
と
が
、
郷
土
相
生
を
愛
し
、

未
来
の
発
展
の
た
め
の
指
針
に

な
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

市
史
を
読
ん
で
、
将
来
の
相

生
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
定
価

第
１
巻（
先
史
・
古

代
・
中
世
１
）３
５
０
０
円
・

第
２
巻（
中
世
２
・
近
世
１
）

３
７
０
０
円
・
第
３
巻（
近
世

２
・
近
代
・
現
代
・
地
理
編
）

４
５
０
０
円
・
第
４
巻（
民

俗
・
文
化
財
編
）４
０
０
０

円
・
第
５
・
６
・
７
巻（
資
料

編
）５
０
０
０
円
・
第
８
上
巻

（
資
料
編
）５
５
０
０
円
・
第
８

下
巻
７
０
０
０
円

※
詳
し
く
は
、
図
書
館
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

～総合情報案内～

図
書
館
通
信　

５
１
５
１

23

johou! aioijohou! aioijohou! aioi 総合情報案内

たからばこ
み つ

け た
よ

あっ
た！
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開
館
時
間
・
休
館
日

▼
開
館
時
間

○
平
日
　
９
時
〜
22
時

○
日
曜
日
　
９
時
〜
17
時

▼
４
・
５
月
の
休
館
日

【
４
月
】
21
日（
火
）・
28
日（
火
）

【
５
月
】
12
日（
火
）

社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
中
学
生
、
婦
人
会
や

地
元
自
治
会
に
よ
る
模
擬
店
や

ゲ
ー
ム
、
福
引
き
な
ど
を
実
施
。

ま
た
、
芸
能
披
露
な
ど
を
行
い
、

人
を
い
た
わ
る
や
さ
し
さ
、
思

い
や
り
が
い
っ
ぱ
い
の
祭
り
で

す
。

▼
日
時

４
月
19
日
（
日
）

11
時
〜
15
時

▼
場
所

社
会
福
祉
法
人
愛
心

福
祉
会
　
愛
心
園

約
５
０
０
０
発
の
花
火
が
夜

空
を
彩
る
海
上
花
火
大
会
や
、

ド
ラ
と
太
鼓
の
リ
ズ
ム
に
合
わ

せ
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
進
む
勇

壮
な
ペ
ー
ロ
ン
競
漕
、
パ
レ
ー

ド
な
ど
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

▼
日
時

５
月
30
日（
土
）花
火

大
会
19
時
30
分
〜
21
時
、
５
月

31
日（
日
）
ペ
ー
ロ
ン
競
漕
、

パ
レ
ー
ド
９
時
30
分
〜
16
時

▼
場
所

相
生
湾
特
設
会
場

羅
漢
の
里（
コ
テ
ー
ジ
・
テ
ン

ト
村
）、ふ
る
さ
と
交
流
館
の
夏
休

み
期
間
中（
７
月
18
日（
土
）〜
８

月
31
日（
月
））の
利
用
に
限
り
、次

の
と
お
り
申
込
を
受
け
付
け
ま

す
。

▼
申
込
期
間

４
月
15
日（
水
）

９
時
〜

※
電
話
で
の
申
込
み
は
４
月
18

日（
土
）か
ら
で
す
。

▼
申
込

使
用
料
を
添
え
て
、

各
施
設
窓
口
へ

日
本
赤
十
字
社
は
、
災
害
援

護
を
は
じ
め
、
国
際
活
動
、
血

液
事
業
、
医
療
事
業
な
ど
、
世

界
の
平
和
と
福
祉
の
た
め
に
幅

広
い
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

地
震
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害

や
万
一
の
事
故
に
も
、
日
本
赤

十
字
社
を
は
じ
め
全
国
の
赤
十

字
組
織
が
、
援
助
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
用
品

な
ど
の
救
援
物
資
を
備
蓄
し
、

災
害
時
に
備
え
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
の
財
源
は
、赤
十
字

の
趣
旨
に
賛
同
し
て
く
だ
さ
る

方
々
の
社
資
に
よ
り
賄
わ
れ
、赤

十
字
活
動
の
大
切
な
基
盤
と
な

っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
日
本
赤

十
字
社
は
、毎
年
５
月
を
赤
十
字

社
員
増
強
運
動
月
間
と
し
て
、全

国
一
斉
に
赤
十
字
活
動
資
金
の

募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
家
庭
に
相
生
市
地

区
奉
仕
団（
自
治
会
な
ど
の
役

員
）が
訪
問
し
ま
す
。
趣
旨
に

ご
賛
同
の
う
え
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

公民館だより公民館だより公民館だより公民館だより

※受付開始日はいずれも４月15日（水）からです。詳しくは、各公民館へお問い合わせください。

※表中の☆は、子どもチャレンジパスポート事業

５月２日（土）
10時～
４月21日（火）
　　23日（木）
　　28日（火）
５月１日（金）
13時30分～

30名

10名
29 0001

若狭野多目的
研修センター

29 0002
矢野

公民館名 日　時 行　事 定員

ヒップホップダンス（第２回目）☆

アートフラワー教室
（ミニグラジオラスと
ユーカリのブーケ作り）

温
水
プ
ー
ル「
コ
ス
モ
ス
」

　
７
１
３
８

23

西
播
広
域
情
報

　
　
　
セ
ン
タ
ー

西
播
広
域
情
報

　
　
　
セ
ン
タ
ー

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

昨年のペーロン競漕の様子

第
26
回
　
い
い
ざ
か
祭

社
会
福
祉
法
人
愛
心
福
祉

会
愛
心
園

３
９
５
９

52

問

相
生
ペ
ー
ロ
ン
祭

産
業
振
興
課

（

７
１
３
３
）

23

問

羅
漢
の
里
コ
テ
ー
ジ
・
ふ
る

さ
と
交
流
館
の
夏
休
み
利
用

申
込
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す

５
月
は
赤
十
字
社
員
増
強

運
動
月
間
で
す
。
あ
な
た

の
善
意
が
赤
十
字
活
動
を

支
え
ま
す

ソソソソソソソソソソソソソソソソソロロロロロバババババババババババババババババンンンンンンンンンンンンン教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教室室室室室室室室室室室室室室室室室

（１年生から）

羅
漢
の
里
管
理
事
務
所

（

０
９
０
０
）、ふ
る
さ

と
交
流
館（

１
０
１
０
）

29

29

問

社
会
福
祉
課

（

７
１
６
６
）

22

問
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・
パ
ソ
コ
ン
の
動
作
が
遅
く
な

っ
た

・
パ
ソ
コ
ン
が
急
に
動
作
し
な

く
な
る
こ
と
が
あ
る

な
ど
、
何
か
変
だ
な
と
思
う
程

度
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
症
状
の
現
れ

て
い
な
い
方
も
、
感
染
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

以
下
の
サ
イ
ト
で
感
染
し
て
い

な
い
か
の
チ
ェ
ッ
ク
と
、
感
染

し
な
い
た
め
の
対
策
を
し
ま
し

ょ
う
。

▼
ボ
ッ
ト
ウ
イ
ル
ス
の
駆
除
・

対
策
手
順
（
サ
イ
バ
ー
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
）http://bot.ccc.

go.jp/

▼
感
染
し
な
い
た
め
の
３
ポ
イ

ン
ト

W
indow

sU
pdate

を
行
う

ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
を
導

入
す
る

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ル
ー
タ
を

使
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

を
す
る

3 2 1

皆
さ
ん
の
パ
ソ
コ
ン
は
、
ウ

イ
ル
ス
対
策
、
大
丈
夫
で
す

か
？ボ

ッ
ト
ウ
イ
ル
ス
は
、あ
な
た

の
個
人
情
報
を
盗
み
出
し
被
害

を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
危
険
な

ウ
イ
ル
ス
で
す
。あ
な
た
の
パ
ソ

コ
ン
を
守
る
た
め
に
も
、チ
ェ
ッ

ク
と
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

近
年
、
パ
ソ
コ
ン
を
悪
用
す

る
こ
と
を
目
的
に
作
ら
れ
た
ボ

ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
ウ
イ
ル
ス
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
蔓
延
し

て
い
ま
す
。
こ
の
ボ
ッ
ト
に
感

染
す
る
と
悪
意
を
持
っ
た
攻
撃

者
が
感
染
パ
ソ
コ
ン
を
遠
隔
操

作
し
、
パ
ソ
コ
ン
内
の
情
報
や

入
力
し
た
Ｉ
Ｄ
、
パ
ス
ワ
ー
ド
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
な
ど

を
盗
み
出
し
、
不
正
利
用
さ
れ

る
な
ど
の
深
刻
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
す
。

ボ
ッ
ト
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

て
も
目
立
っ
た
症
状
が
出
な
い

た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
方
は
気
づ

い
て
い
ま
せ
ん
。

症
状
に
気
づ
く
場
合
で
も

３
月
１
日（
日
）か
ら
相
生
中

継
局
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
及
び

民
放
各
社
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
に
は
テ
レ
ビ
受
信
の
中

継
局
と
し
て
、
相
生
及
び
若

狭
野
の
２
か
所
の
中
継
局
と
、

鰯
浜
、
佐
方
、
大
谷
の
３
か

所
の
ミ
ニ
受
信
局
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
度
の
放
送
開
始

は
相
生
中
継
局
の
電
波
を
受

け
る
エ
リ
ア
で
の
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
の
受
信
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
エ

リ
ア
内
に
お
い
て
も
、
ア
ナ
ロ

グ
放
送
の
受
信
電
波
状
況
が
悪

く
共
同
ア
ン
テ
ナ
で
受
信
し
て

い
る
地
区
は
、
デ
ジ
タ
ル
放
送

対
応
へ
の
工
事
後
で
な
け
れ
ば

受
信
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信

相
談
先

総
務
省
地
上
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
受
信
相

談
セ
ン
タ
ー（
地
デ
ジ
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
）

０
５
７
０
―

０
７
―

０
１
０
１（
ナ
ビ
ダ
イ

ヤ
ル
）

※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が
使
用
で

き
な
い
場
合
は

０
３
―

４
３
３
４
―
１
１
１
１
。

▼
受
付
時
間

平
日
９
時
〜

21
時
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日

９
時
〜
18
時

※
デ
ジ
タ
ル
放
送
開
始
に
よ
り

ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
見
づ
ら
く
な

っ
た
と
き
は
、
社
団
法
人
電
波

産
業
会
　
受
信
対
策
セ
ン
タ
ー

（

０
１
２
０
―

２
６
８
―

５
２
２
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

西
播
磨
地
域
の
企
業
と
新
規

大
学
等
卒
業
予
定
者
等
が
一
堂
に

会
し
た
就
職
面
接
相
談
会
で
す
。

▼
日
時

４
月
17
日
（
金
）

13
時
30
分
〜
16
時

▼
場
所

姫
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ

テ
ル「
鳳
凰
の
間
」

Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
は
り
ま

（
学
生
就
職
面
接
相
談
会
）

感
染
し
て
も
気
づ
か
な
い

ウ
イ
ル
ス
流
行
中
！

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送開

始
！

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路
学
卒

部
門（

０
７
９
ー
２
２
２

ー
４
６
９
０
）

問



広
告

ペ
ー
ロ
ン
協
会
で
は
こ
ど
も

の
日
を
記
念
し
て
、ペ
ー
ロ
ン

の
体
験
乗
船
を
実
施
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
相
生
の
ペ
ー
ロ
ン
を

子
ど
も
た
ち
と
体
験
し
ま
せ
ん

か
。

▼
対
象

中
学
生
以
下
の
男
女

と
保
護
者

▼
日
時

５
月
５
日（
火
・
祝
）

10
時
〜（
受
付
９
時
30
分
）

▼
場
所

白
龍
城
前
乗
艇
所

▼
参
加
費

２
０
０
円（
保
険

料
相
当
分
）

※
参
加
費
は
、
当
日
、
受
付
で

徴
収
し
ま
す
。

▼
定
員

１
０
０
名

▼
締
切

４
月
24
日（
金
）

▼
申
込

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
直
接
ペ

ー
ロ
ン
協
会
へ
持
参
、
ま
た
は

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

住宅入居者募集住宅入居者募集 問住宅入居者募集住宅入居者募集

※いずれの住宅も敷金は、家賃の３か月分必要。

▲
▲ 受付期間　４月17日（金）～30日（木）17時15分まで※土・日曜日、祝日を除く。

申　　込　窓口備え付けの申込用紙に記入し、必要書類を添えて建設管理課に提出（応募多数の場合抽選）

①市内に住所または勤務場所のある方
②現に住宅に困っておられる方
③入居しようとする家族全員の政令月収が、15万8000円以下（裁
量階層世帯は、21万4000円以下）
④夫婦または親子など２人以上の家族であること。ただし、昭和31年4月1
日以前に生まれた方または身体などに障害のある方は、単身でも可

①県内に住所または勤務場所のある方
②現に住宅に困っておられる方
③入居しようとする家族全員の政令月収が、15万8000円以下（裁
量階層世帯は、21万4000円以下）
④２人以上の世帯で、60歳以上の申込者と、配偶者、18歳未満の児童、
50歳以上の方いずれかの方のみで構成される世帯（※いずれも民
法上の親族関係にあること）、または中度以上の障害者のいる世帯

建設管理課建設総務係（　 　  ７１３４）23

申 込 資 格家 賃住 宅 名

市営城谷住宅
（竜泉）

市営一の谷住宅
（緑ヶ丘）

8200円～
1万2200円　

9200円～
1万8100円　

2万800円～
4万800円　

県営相生若狭野
高層住宅
（八洞）

間取り 戸数

２K

２DK

２戸

１戸

２戸
２DK（高齢
者世帯向特
定目的住宅）

2009.４月 20
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募
　
集

募
　
集

こ
ど
も
の
日
　
体
験
乗
船
会

日時 ５月23日（土）
場所 市民会館及び駐車場
☆バザーフェスタ（市民会館周辺）
10時～16時30分
☆作品展（市民会館中ホール）
22日・23日　10時～16時30分
☆ふれあい寄席（市民会館大ホール）
【第１部】13時～
出演：宮川大助・花子、桂小枝　他

【第２部】15時10分～
ジャズ演奏
「ニューハーモニー
ジャズオーケストラ」

※ふれあい寄席（第１部）にはチケッ
トが必要です。
前売　2500円　　当日　3000円
ハートフルフェアー実行委員会（みどり荘）

1613 16142828

問

第 10 回 ハ ー ト フ ル フ ェ ア ー

相
生
ペ
ー
ロ
ン
協
会（
産
業

振
興
課
内
）

７
１
３
３

７
１
６
０

23

23

問



760-1

広
告

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ひ
び
き

の
会
で
は
、
朗
読
初
級
講
座
を

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

５
月
11
日（
月
）〜

７
月
６
日（
月
）の
６
月
８
日

（
月
）を
除
く
毎
週
月
曜
日
　
13

時
30
分
〜
15
時
30
分（
全
８
回
）

▼
講
師

ひ
び
き
の
会
会
員

▼
締
切

４
月
30
日（
木
）

▼
申
込

相
生
市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
電
話
申
込

子
ど
も
が
、
地
域
が
心
配
だ
、

何
と
か
し
な
く
て
は
。
一
緒
に

考
え
、
で
き
る
こ
と
か
ら
行
動

に
移
し
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象

西
播
磨
地
域
に
在
住

ま
た
は
在
勤
、在
学
す
る
方
。地
域

や
団
体
な
ど
で
青
少
年
育
成
活

動
や
地
域
づ
く
り
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
方
、ま
た
は
そ
れ
ら

の
活
動
に
参
加
し
た
い
と
考
え

て
い
る
方（
修
了
者
も
参
加
可
能
）

▼
開
催
期
間

平
成
21
年
６
月

〜
平
成
23
年
３
月

▼
学
習
テ
ー
マ

多
様
化
す
る

青
少
年
問
題
、
シ
ニ
ア
世
代
に

よ
る
若
者
支
援
、
だ
れ
も
が
学

べ
る
環
境
づ
く
り
、
地
域
の
力

で
子
育
て
支
援
な
ど

▼
定
員

西
播
磨
地
域
40
名

（
全
県
で
５
０
０
名
）

▼
締
切

５
月
22
日（
金
）

▼
申
込

西
播
磨
県
民
局
に
応

募
用
紙
を
請

求（
Ｈ
Ｐ
か
ら

も
取
り
出
せ

ま
す
）

▼
対
象

一
般
男
女（
市
内
在

住
在
勤
の
方
）

▼
日
時

５
月
９
日
（
土
）

８
時
30
分
〜

※
雨
天
の
場
合
は
５
月
16
日

（
土
）に
延
期
。

▼
場
所

中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

▼
試
合
方
法

16
ホ
ー
ル
ス

ト
ロ
ー
ク
プ
レ
イ
、

団
体
戦

（
１
チ
ー
ム
６
人
編
成
で
全
員

2

1

合
計
打
数
を
競
う
）

※
個
人
表
彰
も
あ
り
ま
す
。

▼
参
加
費

１
チ
ー
ム

１
２
０
０
円

▼
締
切

４
月
30
日（
木
）

▼
申
込

申
込
書
に
記
入
し
、

参
加
費
を
添
え
て
、
市
民
体
育

館
窓
口
へ

※
詳
し
く
は
市
民
体
育
館
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

2009.４月21

朗
読
初
級
講
座
受
講
生
募
集

こ
こ
ろ
豊
か
な
人
づ
く
り

５
０
０
人
委
員
会

市
民
体
育
館　

７
１
２
９

22

昨年のグラウンドゴルフ大
会の様子

死亡
氏　名 年齢 住　所月日

２/14 山崎
やまさき

邦夫
くに お

91 那波野３丁目

２/23 井上
いのうえ

こすえ 99 矢野町能下

２/26 土居
ど い

一
はじめ

52 汐見台

２/28 森下
もりした

菊治
きく じ

89 旭４丁目

３/２ 三浦
みうら

トミカ 81 栄町

３/５ 山本
やまもと

繁樹
しげ き

87 矢野町下田

３/６ 大小田
お こ だ

茂富
もと む

92 佐方１丁目

３/７ 寺本
てらもと

政江
まさ え

85 那波本町

３/７ 安田
やすだ

勝己
かつ み

79 旭３丁目

３/10 佐竹
さた け

秋枝
あき え

79 旭４丁目

３/14 阪本
さかもと

しづこ 96 矢野町小河

３/15 岡田
おか だ

従道
じゅうどう

88 那波野１丁目

３/19 藤井
ふじ い

光
とくみつ

92 千尋町

３/20 松浦
まつうら

律子
りつ こ

66 千尋町

お悔やみお悔やみお悔やみお悔やみお悔やみ ※敬称略

相
生
市
社
会
福
祉
協
議
会

（

２
６
６
６
）

23

問
西
播
磨
青
少
年
本
部

（

２
１
３
１
）

58

問

Ｊ
Ａ
あ
い
お
い
カ
ッ
プ

相
生
市
民
夏
季
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
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広
告

★有料広告募集中！申し込みは企画広報課広報係へ（ 7123）23

多
目
的
ホ
ー
ル

▼
内
容

簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト

と
体
力
測
定
を
実
施
し
、
そ
の

方
に
応
じ
た
具
体
的
な
運
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
。
毎
回
運
動

を
実
施
し
、
栄
養
指
導
と
調
理

実
習
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す

（
全
６
回
コ
ー
ス
）

▼
参
加
費

無
料（
調
理
実
習

の
材
料
費
の
み
実
費
負
担
）

▼
定
員

60
名（
定
員
に
な
り

次
第
締
切
り
）

▼
申
込

４
月
15
日（
水
）

８
時
30
分
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

▼
対
象

３
か
月
以
上
７
歳
６

か
月
未
満
の
子
ど
も

▼
日
時
・
場
所

※
予
約
は
不
要
で
す
。
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
料
金

無
料

▼
持
参
物

母
子
健
康
手
帳
、

ポ
リ
オ
予
防
接
種
予
診
票

長
い
冬
も
去
り
、
身
も
心
も

ウ
キ
ウ
キ
す
る
よ
う
な
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、春
に
な
り
薄
着
に
な

っ
た
ら
気
づ
い
て
し
ま
っ
た
…
！

い
つ
の
間
に
か「
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」の
仲
間

入
り
、
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

ぽ
っ
こ
り
お
腹
の
原
因
は
、

日
々
の
生
活
で
消
費
さ
れ
ず
に

内
臓
に
蓄
積
さ
れ
た
脂
肪
で

す
。
銀
行
貯
金
は
な
か
な
か
増

え
な
い
の
に
、簡
単
に
増
え
て

し
ま
う
脂
肪
貯
金
…
。
減
ら
す

た
め
に
は「
１
に
運
動
、２
に
食

お
子
さ
ん
の
成
長
や
発
達
、

育
児
に
つ
い
て
の
不
安
や
疑
問

な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

４
月
24
日（
金
）13
時

〜
14
時
受
付（
要
予
約
）

▼
場
所

総
合
福
祉
会
館
２
階

▼
内
容

育
児
相
談
、
栄
養
相

談
、
身
体
計
測
、
発
達
相
談
、

運
動
相
談

▼
担
当

保
健
師
、
栄
養
士
、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
理
学
療
法
士

▼
対
象

65
歳
以
上
の
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
及
び
高
齢
者
世

帯
の
方
で
、
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
方

▼
日
時

５
月
〜
７
月

※
初
回
５
月
12
日（
火
）９
時
30
分

〜
11
時
30
分
に
実
施
予
定
。

▼
場
所

総
合
福
祉
会
館
４
階

事
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
脂
肪

貯
金
を
減
ら
す
運
動
は
、無
理

な
く
誰
に
で
も
で
き
て
、お
金

も
か
か
ら
な
い「
歩
く
こ
と
」が

お
勧
め
で
す
。
新
年
度
の
ス
タ

ー
ト
と
と
も
に
、春
風
の
中
を

颯
爽
と
歩
い
て
、今
の
う
ち
か

ら
脱
メ
タ
ボ
体
型
を
目
指
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、身
も

心
も
す
っ
き
り
と
、今
年
の
健

康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

８
月
以
降
も
引
き
続
き
小
児
慢

性
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の
交

付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、次
の
と

お
り
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間

５
月
１
日（
金
）

〜
６
月
30
日（
火
）

▼
受
付
場
所

赤
穂
健
康
福
祉

事
務
所

▼
必
要
書
類

対
象
者
の
方
に

は
必
要
書
類
を
郵
送
し
ま
す

が
、
５
月
上
旬
頃
ま
で
に
届
い

て
い
な
い
方
は
当
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

く
ら
し
の
保
健
室

保
健
セ
ン
タ
ー

（

７
１
６
８
）

22

問

す
く
す
く
相
談

「
元
気
体
操
教
室
」

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
で

脱
メ
タ
ボ
！

小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
更
新
申
請
手
続
き

赤
穂
健
康
福
祉
事
務
所
健

康
増
進
課（

２
３
２
１
）

43

問

脱
メ
タ
ボ
★
①

脱
メ
タ
ボ
★
①

シリーズシリーズ

こんにちは！
山下保健師です
こんにちは！
山下保健師です

ポ
リ
オ
予
防
接
種

13時30分～14時

13時30分～14時

13時30分～14時

  8時30分～12時

日　程

 ５月12日（火）

 ５月13日（水）

 ５月15日（金）

 ５月16日（土）

場　所受  付  時  間

若狭野多目的
研修センター

保健センター

保健センター

半田中央病院



５月 1 4 日

保

保

保

保

保

　いき

４/15

16

17

18

19

20

21

22

23

24 

25

26

27

28

29

30

５/1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

水

木

金

土 

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

　　エイズ・肝炎相談9：30～11：00

行政相談15：30～17：00

教育相談13：00～17：00   

　　ふれあい相談（法律）9：00～12：00    

    

社会保険労務士による労働相談13：30～16：00

教育相談13：00～17：00

３歳児健康診査13：00～14：00受付

飼えない猫引取8：30～9：30

農業委員会9：30～

教育相談13：00～17：00

知的障害者相談  9：30～13：30

　　すくすく相談　13：00～14：00受付

　　あいおいっ子悩み相談13：00～17：00

教育相談13：00～17：00

１歳６か月児健康診査13：00～14：00受付

教育相談13：00～17：00

　　事業者向け金融相談13：00～16：00

身体障害者相談10：00～12：00

教育相談13：00～17：00

出張年金相談10：00～15：00

２歳児歯科健康診査13：15～14：15受付

　　栄養相談9：30～11：30

　　あいおいっ子悩み相談13：00～17：00

精神障害者相談13：30～15：30

　　ふれあい相談（法律）9：00～12：00

　　こころのケア相談13：00～14：00

ポリオ予防接種13：30～14：00受付（若狭野多目的研修センター）

農地相談13:30～15:30

教育相談13：00～17：00

ポリオ予防接種13：30～14：00受付

特設人権相談13：00～16：00

教育相談13：00～17：00

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

赤

少

少

少

少

福

福

福

福

福

商

少

少

少

少

少

少

赤

赤

福

福

会

会

会

市

市

レンダレンダ
４月 1 5 日

～
５ 月 1 4 日

いき
　いき レンダーレンダー

休日・夜間の水道当番（緊急時のみ）

徴収対策室（　　7152）

15～20日

21～30日

1 ～10日
11～14日

業者名
三業㈱

浜田工業㈱

㈲小林水道工業所
テラモトコンストラクション㈱

種　　別

介護保険料（１期）

納　　期

４月30日（木）

夜間
　　5129
　 0791

2820
　　0223
　　2442

昼間
　　5129
　 0791

5250
0041

　　0066

問

22

23

23

72

22

22

24

22

22

☆市税などの納付は便利な口座振替で！

　　…要予約。「くらしの相談電話帳」へ
　…市役所　　…総合福祉会館　　…保健センター
　…市民会館　　…少年育成センター　　
　…商工会議所　　…赤穂健康福祉事務所

市

赤商
少

福 保

会

予約

◆納期のお知らせ

くらしの相談電話帳

休日診療当番医

（注）午前9時から午後５時までで急病患者に限ります。（在宅当番医制）

瞳クリニック
きょう整形外科医院
はぎの内科クリニック
杉本医院
相生市民病院
山口医院
長浜医院
河原医院

４月19日（日）
26日（日）
29日（水）

５月３日（日）
４日（月）
５日（火）
６日（水）
10日（日）

7837
7000
3333
0546
7126
0159
5177
0010

23

22

24

22

22

22

22

28

43

22

22

23

23

23 23

23

23

　　　ふれあい（法律）相談：社会福祉協議会(　　2666)
　教育相談：あいおいっ子悩み相談：少年育成センター(　　5070)
　知的障害者相談・身体障害者相談・精神障害者相談：
　社会福祉課(　　7167)
　行政相談・人権相談：総務課(　　7126)　
　農地相談：農業委員会(　　7133・　　7140)
　社会保険労務士による労働相談：産業振興課(　　7133)
　金融(事業資金)、社会保険・国民年金、労働問題・
　就業規則、法律、各相談：商工会議所(　　1234)
　エイズ・肝炎、栄養、心のケア、各相談：
　赤穂健康福祉事務所(　　2938)

▲

▲
▲

▲
▲
▲
▲

▲

広
告

・第一期発売期間中での商品券の購入に
は、必ず購入引換券が必要になります。
・この引換券1枚につき1組の相生市民
元気アップ商品券が購入可能です。

※詳しくは、折込みチラシをご覧ください。
また、相生市民元気アップ商品券に関する
お問い合わせは市産業振興課 7133ま
たは商工会議所 1234まで。22

23



あいおい
えんじぇるず
あいおい
えんじぇるず

子どもさんの写真（データ可）。氏
名（ふりがな）、生年月日、住所、電
話番号、一言メッセージを記入し、
郵送・メール・持参のいずれか。
（掲載月の指定はできません）

応 募 要 領

企画広報課広報係まで
（左記連絡先参照）

連 絡 先

あいおいえんじぇるず
掲載募集！

あいおいえんじぇるず
掲載募集！

あいおいえんじぇるず
掲載募集！

あいおいえんじぇるず
掲載募集！

はい！はい！はい！動物
大好き
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大好き
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.city.aioi.hyogo.jp
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相 生 市 の 人 口
平成21年２月末現在
世帯数　13,197
人　口　32,380
男　　15,601
女　　16,779

出生　15 転入　47
死亡　26 転出　63

前月より－27人

取材ノート
今月の表紙は、春らしさ
をイメージして、万葉の岬か
ら市木の椿とヤマザクラを
撮影しました。
この表紙の花たちのように、
不況の寒さに負けず、必ず訪
れる春を信じて上を向いて
歩きたいものです。
毎月、表紙にはとても頭
を悩ませます。
表紙は広報紙の顔なので
出来るだけ目をとめていた
だけるものをと考えている
のですが、どうでしょう。
私たちが気付かない、季
節感あふれるまちの表情が
あれば広報係にお知らせく
ださい。
みなさんのお声をお待ち
しています。

携帯電話用

ホームページ

QRコード

★パンナコッタ
お風呂大好き！洗面器
からこんにちは。

★ごん
寝てるか？食べてるか？
の我が家の癒し系です☆

★ミュウ
ママの膝の上で

おねんね♪

藤江さん（那波野３）

身野さん（山手１）岸さん（向陽台）

能登さん（赤坂１）

沖本さん（那波野３）

くくくくるるるる
みみみみちちちちゃゃゃゃ

んんんん

１１１１歳歳歳歳
８８８８かかかか

月月月月

ゆゆゆゆめめめめちちちちゃゃゃゃんんんん１１１１歳歳歳歳８８８８かかかか月月月月

ななななつつつつ
ききききちちちちゃゃゃゃ

んんんん

１１１１歳歳歳歳
９９９９かかかか

月月月月

ひひひひななななたたたたちちちちゃゃゃゃんんんん１１１１歳歳歳歳８８８８かかかか月月月月

かかかかんんんんたたたたくくくくんんんん１１１１歳歳歳歳８８８８かかかか月月月月

期限
21年

４月19日（日）～ （土）

相生市・相生商工会議所
※当券のコピー不可。

券券券換券券換券換券購購購入引換購入引換購入引換
相生市民元気アップ商品券

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第1期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期

有効期限

）～25日（土）
議所

ピー不

購入購入期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期

平成21年

４

引換券引換券
有

相生市民元気アップ商品券

第１期　購入引換券

●広報あいおいは再生紙を使用
しています。


